～学外者利用申込書～
令和　年　月　日
国立大学法人東京農工大学
　殿
利用機関（企業）名称等
所在地：
名称・部署名：
部署責任者役職：
部署責任者氏名：
東京農工大学・共同利用可能設備利用申請書（学外利用者用／利用料金設定設備）
東京農工大学 設備サポート室ホームページ掲載設備の学外者機器設備利用ガイドラインに基づき、下記の通り設備の利用を申し込みます。
記
1． 利用希望設備名／設備管理者名


2． 測定希望試料名注１


3． 利用希望日　　令和　年　月　日


4． 事前トレーニング希望の有無


5． 学術指導希望の有無


6． 利用者の役職・氏名・連絡先
役職・氏名：
電話番号：
FAX番号：
メールアドレス：


7． 利用申込機関の会計担当者の連絡先
所在地：
名称・部署名：
担当者名：
電話番号：
FAX番号：
メールアドレス：

注１別紙１「ヒト生体試料について」を必ずお読みください。該当する試料の場合は申請前に別紙1の倫理方針を確認後、署名申込ください。確認事項に問題がある場合には学外利用機器を使用できない場合があります。ご了承ください。
別紙１

ヒト生体試料について
東京農工大学において、学外利用者が学外利用設備機器を用いて測定・実験を行うにあたり、使用検体がヒト生体試料（ヒト由来の組織、細胞、臨床材料・検体、遺伝子等）に該当する場合は、令和3年3月23日（令和4年3月10日一部改正）　人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（文部科学省、厚生労働省、経済産業省https://www.mhlw.go.jp/content/000909926.pdf）に従い提供されたものであること、もしくは本倫理指針の適用対象外であることを事前に確認いたします。
（1） 【確認事項】
（2） 社会的及び学術的意義を有する研究を実施すること

（3） 研究分野の特性に応じた科学的合理性を確保すること

（4） 研究により得られる利益及び研究対象者への負担その他の不利益を比較考量すること

（5） 独立した公正な立場にある倫理審査委員会の審査を受けること

（6） 研究対象者への事前の十分な説明を行うとともに、自由な意思に基づく同意を得ること

（7） 社会的に弱い立場にある者への特別な配慮をすること

（8） 研究に利用する個人情報等を適切に管理すること
（9） 研究の質及び透明性を確保すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上の項目を確認しました。

令和　　年　　月　　日

部署責任者　　

署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
